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華麗に魅せる『フラダンス』
第９回串本まつりが開催され、多くの来場客で賑わいました。
（詳細は４～５ページ）
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まちのわだい

　
７
月
24
日
、
25
日
の
両
日
に
河
内
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
河
内
祭
は
、
捕
鯨
船
に
華
麗
な
装
飾
を
施
し
軍
艦
に
見
立
て

た
御
船
が
河
口
か
ら
３
㎞
上
流
に
あ
る
ご
神
体
『
河
内
様
（
地

元
発
言
で
コ
オ
ッ
タ
マ
）
』
と
呼
ば
れ
る
小
島
を
拝
礼
す
る
も

の
で
す
。

　
24
日
の
宵
夜
で
は
河
内
様
ま
で
御
船
が
遡
上
し
夜
籠
り
神
事

が
執
り
行
わ
れ
一
夜
を
過
ご
し
、
25
日
は
河
内
様
に
お
い
て
古

座
青
年
会
、
高
池
の
互
盟
社
、
古
田
獅
子
保
存
会
に
よ
り
獅
子

舞
が
奉
納
さ
れ
、
櫂
伝
馬
競
漕
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
25
日
の
夕
方
か
ら
は
、
「
熊
野
水
軍
河
内
祭
の
夕
べ
」
が
行

わ
れ
、
串
本
古
座
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
、
同
校
サ
ポ
ー
タ
ズ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
よ
さ
こ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
古

座
婦
人
会
、
串
本
町
商
工
会
女
性
部
、

和
歌
山
東
漁
協
古
座
支
所
女
性
部
に
よ

る
古
座
橋
小
唄
・
古
座
川
音
頭
な
ど
が

披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

河
内
祭
・
熊
野
水
軍
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串本町の人口と世帯

○人　口 … 18,138人　【 男性 … 8,470人 ・ 女性 … 9,668人 】
○世帯数 … 9,052世帯

【平成25年7月31日現在】

※このコーナーへ掲載希望の方は、申請書データ、写真データを添付して企画課のメールアドレスまで送付する
　か、企画課へ申請書と写真データを直接お持ちください。
　申請書は、町のホームページからダウンロードいただくか、企画課窓口で配布しています。
 【対象年齢】3歳児まで（掲載希望が多い場合は、抽選とさせていただきます。）投稿有効期間3ヶ月。
　お問い合わせは企画課まで　TEL.0735-62-0556　メールアドレス:kikaku@town.kushioto.wakayama.jp

宮本　姫奈 ちゃん（１歳4ヶ月）潮岬

「元気１００倍　ひなちゃんマン！
　　　　　　　　　　パパとママの宝物　」

（母　実加さん）

すまいるっ！

ひ な

串
本
町
役
場
企
画
課
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まちのわだい

海水浴まつり7/27
①ラウヴェヒフラの皆さんが華麗なフ
ラダンスを披露しました。②真剣にあ
さりを探す子どもたち。③ウミガメの
放流。④ウミガメのふれあい体験。

串本まつり8/4
①～③「ふれあい広場」では、射的・
金魚すくい、焼きそばやかき氷などの
出店もありました。④鮎のつかみどり
で夢中で魚を追う子どもたち。⑤７組
が参加した「サマーバンドライブ」⑥
町内外から17組が参加したダンス
K-night」
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７
月
27
日
、
８
月
３
日
、
４
日

に
第
９
回
串
本
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
７
月
27
日
は
、
橋
杭
海
水
浴
場

に
お
い
て
「
海
水
浴
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露
や

あ
さ
り
ひ
ろ
い
、
宝
探
し
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
ふ
れ
あ
い
体
験
や
放
流
が

行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
８
月
３
日
の
夕
方
か
ら
は
、
串

本
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
串
本
節
お
ど
り
」
と
「
花

火
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
串
本
節
お
ど
り
」
で
は
、
町

内
か
ら
12
団
体
、
約
３
５
０
名
が

参
加
し
、
串
本
節
保
存
会
の
歌
と

音
色
に
合
わ
せ
て
約
２
６
０
ｍ
の

道
筋
を
踊
り
歩
き
、
見
物
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
串
本
漁
港
に
て
行
わ

れ
た
「
花
火
大
会
」
で
は
、
４
０

５
０
発
の
花
火
が
串
本
の
夜
空
を

彩
り
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
に
は
、
串
本
町
文
化

セ
ン
タ
ー
や
町
立
体
育
館
に
お
い

て
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
「
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
」
「
鮎
の
つ
か
み

取
り
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

終
日
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
は

「
サ
マ
ー
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
」
、
そ

し
て
「
ダ
ン
スK

-night

」
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
、
観
客
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
串
本
海
上
保

安
署
の
協
力
に
よ
り
「
巡
視
船
体

験
航
海
」
も
開
催
さ
れ
、
串
本
近

海
を
航
海
し
、
巡
視
船
上
か
ら
ウ

ミ
ガ
メ
の
放
流
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

串本漁港で行われた花火大会

まちのわだい

真
夏
の
祭
典串

本
ま
つ
り

第
９
回

串本節おどり
花　火　大　会8/3

①～⑤多くの方が参加した「串本節お
どり」の様子。⑥串本節保存会による
演奏。
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まちのわだい

　
子
ど
も
議
会
に
は
、
町
内
の

５
中
学
校
か
ら
計
21
名
の
生
徒

が
参
加
し
、
16
名
が
議
員
と
し

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
本
会
議
が
行
わ
れ
る

串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
の
議

場
に
お
い
て
、
議
長
に
選
出
さ

れ
た
潮
岬
中
学
校
の
平
原
悠
成

君
の
進
行
に
よ
り
、
町
の
政
策

等
に
つ
い
て
一
般
質
問
形
式
で

本
番
さ
な
が
ら
の
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
議
員
か
ら

は
、
防
災
・
防
犯
対
策
や
公
園

施
設
の
整
備
、
鳥
獣
害
対
策
、

学
校
教
育
、
観
光
、
医
療
、
環

境
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
な

ど
幅
広
く
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
紙
で
は
、
質
問
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　
西
向
中
学
校
の
谷
口
花
議
員

は
「
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
に
関

し
て
、
動
物
を
殺
し
て
し
ま
う

以
外
に
町
と
し
て
何
か
良
い
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
」
と
質
問
。
産
業
課
長
が

「
町
と
し
て
も
電
柵
設
置
の
補

助
な
ど
様
々
な
方
法
で
鳥
獣
被

害
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
質

問
の
よ
う
に
動
物
と
共
存
し
、

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
減
少
さ

せ
る
有
効
な
方
法
が
な
い
か
調

査
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
大
島
中
学
校
の
有
光
夏
議
員

は
「
大
島
地
区
の
山
肌
が
崩
れ

て
い
ま
す
。
地
震
や
大
雨
等
で

さ
ら
に
崩
れ
る
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
早
急
な
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
質
問
。
建
設
課

長
は
「
質
問
頂
い
た
問
題
の
箇

所
に
つ
い
て
は
、
大
島
区
か
ら

も
要
望
を
受
け
て
お
り
、
６
月

の
議
会
に
お
い
て
予
算
を
認
め

て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
３
か
年
計
画
で
工
事
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
現
在
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
早
く
工
事
を
終

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
会
に
参
加
し
た
生

徒
か
ら
は
、
「
地
域
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
へ
の

関
心
が
深
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。
緊
張
し
ま
し
た
が
、
自
分

の
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
頂
き

と
て
も
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
」
、
「
串
本
町
の
様
々
な

計
画
の
方
針
を
知
る
こ
と
が
で

き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
」
、
「
議
会
の
仕
組
み
を

少
し
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
」
、
「
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
、
串
本
町
の
こ
と
が
以

前
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
各
中
学
校
の
質
問
が
終
わ
っ

た
際
に
は
、
田
嶋
町
長
が
各
議

員
の
質
問
に
対
し
て
総
括
を
行

い
ま
し
た
。
田
嶋
町
長
は
最
後

に
「
今
回
は
時
間
が
短
か
っ
た

た
め
、
質
問
と
答
弁
が
一
方
通

行
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

次
回
開
催
さ
れ
た
時
に
は
、
議

員
さ
ん
と
も
っ
と
多
く
の
や
り

取
り
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た

野
呂
教
育
長
は
「
し
っ
か
り
と

自
分
の
意
見
や
考
え
を
述
べ
て

く
れ
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
今
日
、
経
験
し
た
こ
と
を

こ
の
場
だ
け
で
な
く
学
校
全
体

で
共
有
し
て
ほ
し
い
。
」
と
話

し
ま
し
た
。

第1回「串本町子ども議会」を開催しました。
子どもたちに議会の雰囲気を実際に体験してもらい、議会の仕組みとその運営について

学んでもらうことを目的とした「子ども議会」が、8月9日に串本町で初めて行われました。

人
と
動
物
が
共
存
で
き
る

　
　
　
　
　対
策
に
つ
い
て農業について質問する

谷口花議員（西向中学校）

土
砂
崩
れ
の

　
　

 

危
険
性
に
つ
い
て

土砂崩れの危険性について質問
する有光夏議員（大島中学校）

子
ど
も
議
会
に
参
加
し
て

感想を述べる
皮下莉子議員（串本西中学校）
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８
月
７
日
か
ら
９
日
、
一
般
社
団
法
人
「
真
如
育
英
会
」
主
催
に
よ
る

「
ト
ル
コ
青
年
・
日
本
文
化
研
修
」
に
よ
り
研
修
生
４
名
が
串
本
町
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
に
は
、
大
島
の
樫
野
崎
に
あ
る
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
慰

霊
碑
を
訪
れ
、
黙
祷
を
捧
げ
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
タ
テ
ュ

ル
ク
像
や
樫
野
埼
灯
台
、
ト
ル
コ
記
念
館
な
ど
を
見
学
、
そ
の
後
、
串
本

町
内
の
観
光
地
を
巡
り
、
田
嶋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
絆
と
い
う
の
は
簡
単
に
結
ば
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
の
ト
ル
コ
と
の
強
い
絆
は
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
だ
財
産

で
す
。
今
回
の
様
に
ト
ル
コ
の
方
々
が
串
本

に
来
て
い
た
だ
け
る
の
も
大
変
意
味
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
す

が
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
研
修
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
研
修
生
は
、
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭

難
事
故
は
悲
し
い
出
来
事
で
す
が
、
こ
の
事

故
が
き
っ
か
け
で
ト
ル
コ
と
日
本
の
友
好
関

係
が
生
ま
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
串
本
に

来
る
こ
と
が
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
串
本
町
潮
岬
に
あ
る
「
潮
岬
製

作
所
」
の
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
グ

ル
ー
プ
親
会
社
で
あ
る
「
サ
ッ
ポ

ロ
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
」
（
北
海
道
札

幌
市
）
の
小
林
英
一
代
表
取
締
役

会
長
か
ら
串
本
町
の
防
災
対
策
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
串
本
町
に
寄

付
を
頂
き
、
そ
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
、
小
林
会
長
の
代

理
と
し
て
同
社
の
八
沢
一
裕
総
務

部
長
、
榊
貴
祐
総
務
部
課
長
代

理
、
潮
岬
製
作
所
の
佐
藤
一
基
工

場
長
ら
が
出
席
し
、
寄
付
目
録
を

田
嶋
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
頂
い
た
寄
付
は

町
民
の
安
全
、
安
心
の
た
め
に
有

効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
７
月
６
日
、
７
日
に
海
南
市
で

行
わ
れ
た
第
44
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
３
位

に
入
賞
し
、
８
月
10
日
、
11
日
に

大
阪
府
堺
市
で
行
わ
れ
る
近
畿
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
た
串
本
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
メ
ン
バ
ー
が
田
嶋
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　
表
敬
訪
問
し
た
同
団
体
の
メ
ン

バ
ー
は
、
「
近
畿
大
会
で
は
、
一

勝
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。
」
と
意
気
込
み
を
町
長

に
伝
え
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
暑
い
時
期
に
行

わ
れ
る
大
会
な
の
で
体
調
に
十
分

注
意
し
て
、
優
勝
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

まちのわだい

防
災
に
役
立
て
て

製
造
販
売
会
社
が

　
　
　

串
本
町
に
寄
付

田嶋町長に寄付の目録を手渡す
八沢一裕さん

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

串
本
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
近
畿
大
会
出
場

田嶋町長を訪問した串本少女バレーの
メンバーと瀧野智惠子監督

串
本
を
満
喫
!!
ま
た
こ
の
地
を
訪
れ
た
い

ト
ル
コ
青
年
・
日
本
文
化
研
修
生
が
串
本
町
を
訪
問

慰霊碑を訪れ、
黙祷を捧げる研修生

田
嶋
町
長
を
表
敬
訪
問
し
た

ト
ル
コ
青
年
・
日
本
文
化
研
修
生
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　消化に関わる臓器には、様々ながんが発生します。日本人
のがんの約60％は消化器のがんですが、早期であれば外科手
術をせずにほとんどが内科的な治療で治せます。但し、これ
はあくまでも早期発見により治療を施した場合に限られるこ
とから、内視鏡検査の果たす役割は大変重要です。

　当院内科（消化器内科）の今井医師は、大学病院では胆・膵疾患を中心に診察を行っており、特に
得意としている「ERCP（内視鏡的逆行性胆管膵管造影）」では、年間200件ほどの症例をこなして
いました。この「ERCP」とは、総胆管に内視鏡を挿入して造影剤を注入し膵管や胆道を造影するこ
とで、早期の膵臓がんや胆嚢がん、慢性膵炎等の障害レベルなど、精度の高い情報を得たうえで治療
につなげていくという膵臓や胆道系疾患の治療には欠くことのできない検査です。また、今井医師と

ともに内視鏡検査・治療を担当する外科の北口医師は、当院
着任前には主に上部消化管（胃）内視鏡、下部消化管（大
腸）内視鏡に取り組んでいました。

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.17

【ERCP】

【内視鏡検査が果たす役割】

　日本人の死因・第一位であるがんによ
る死亡率を低下させることを目的に、当
院では現在、両医師を中心に内視鏡検査
の充実に力を入れています。

手遅れになる前に！
　40歳代から年に一度の受診をおすす
めします。

【内視鏡検査の充実】

病院職員募集
看護師・薬剤師・臨床工
学技士を、それぞれ募集してい
ます。

詳しくは病院事務室まで
お問い合わせください。
（TEL62-7111）

たん すい

のう

公有物件売却のお知らせ
　串本町病院事業では、下記のとおり旧医師住宅（旧串
本病院・南隣）の売却について入札を実施します。
　詳細については、「くしもと町立病院ホームページ」
をご覧いただくか、病院事務室（℡62-7111）までお問
い合わせください。

【売却物件】串本町串本2113番1
〔土地（宅地）〕951.09㎡
〔建物（居宅）〕①170.51㎡ ②106.54㎡ ③102.00㎡
　④102.02㎡　※いずれも昭和45年～48年建築

【入札参加期間】平成25年9月2日～同9月20日

1
4

2 3
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橋杭岩崩落に関する意見募集について

～　結果および串本町の考え　～

　「橋杭岩崩落に関する意見募集」について、町民の皆様から寄せられたご意見

の概要と、意見に対する串本町の考え方を下記のとおり掲載いたします。

　貴重なご意見をお寄せいただきまして、誠にありがとうございました。

　串本町としては、橋杭岩の崩落は浸食や風化など『自然の流れ』であると捉

え、修復はせずに現状を維持するという考えであります。

　今後も、橋杭岩の現状を後世に伝えるため、写真などによる記録を作成し、橋

杭岩の保全に取り組んでまいります。

○意見募集期間　平成25年３月１日（金）～平成25年３月31日（日）
○意　　見　　数　全７件（修復する　２件、現状維持　５件）

【問い合わせ先】　串本町　教育委員会　教育課　TEL:0735-62-0006

No. 提 出 い た だ い た 意 見 内 容 （ 概 要 ） 方 針 件数

1 立岩の崩落倒壊を防ぐため補修をすべきである。せめて、立岩だけでも現在
の姿、形で後世に残せられないだろうか。 【修復する】 １件

2

類例がなく非常に価値のあるもの。大正１３年に国天然記念物に指定され、
修復出来るならしてほしい。ただし、なるべく表側については最小限で補修
補強してほしい。東南海地震での津波の堤防としてなくてはならない天然物
である。

【修復する】 １件

3
橋杭岩は、ジオパーク等の候補にもなっており、今のままでよいと思う。現
在の橋杭岩を残すのは橋杭岩の歴史を壊してしまう。形あるものはいずれな
くなるのです。人間の勝手な気持ちで復元はしない事。

【現状維持】 １件

4 自然であることにその直価があると思います。崩落は昔から時折あることで、
落ちている３００も４００もの大きな石はあの岩から落ちてきたものです。 【現状維持】 １件

5

私は現状維持が望ましいのではないかと思います。人工物の場合はその時代
の人が造った物を維持する為、修繕するのが良いのではないかと思いますが、
橋杭岩などのような自然にできたものは時代と共に変わっていくのが良いの
ではないかなと思うからです。

【現状維持】 １件

6
橋杭岩は創世記以来、地震、津波、台風等によって浸蝕、崩落し続けています。
頁岩（ケツガン）（磯）の上に無数に散乱している、大小の岩塊は、その崩
落の証拠です。

【現状維持】 １件

7 自然のままの方が橋杭岩らしい。 【現状維持】 １件
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串
本
町
潮
岬
の
高
松
寺
の
髙
田
俊
明

住
職
を
通
じ
て
、
㈱
ニ
ー
ド
（
東
京

都
）
の
朴
田
忠
美
代
表
取
締
役
社
長
か

ら
串
本
町
に
災
害
対
策
用
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ル
ー
ム
（
テ
ン
ト
）
な
ど
の
防
災
備

品
240
点
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
髙
田
さ
ん
と
朴
田
さ
ん
は
同
じ
大
学

の
先
輩
と
後
輩
の
関
係
で
、
同
じ
ア

パ
ー
ト
で
生
活
を
共
に
し
ま
し
た
。
髙

田
さ
ん
は
当
時
大
学
４
年
生
で
大
学
の

応
援
団
長
、
全
日
本
学
生
応
援
団
連
盟

の
委
員
長
も
務
め
て
お
り
、
大
学
１
年

生
だ
っ
た
朴
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
髙
田

さ
ん
は
か
け
が
え
の
な
い
先
輩
で
当
時

の
姿
や
優
し
さ
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
髙
田
さ
ん
と
朴
田
さ
ん
が
再
会
す
る

の
は
約
50
年
ぶ
り
で
、
髙
田
さ
ん
は

「
恩
返
し
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
を
し

た
つ
も
り
は
な
い
で
す
が
、
朴
田
さ
ん

は
自
分
が
困
っ
て
い
て
も
他
人
を
助
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
で
す
。
今
回
は
串

本
町
に
多
く
の
防
災
用
品
を
寄
贈
し
て

頂
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
朴
田
さ
ん
は
「
高
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
で
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
時
に

髙
田
さ
ん
と
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
い
た
。

そ
の
時
の
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
髙
田
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
し

た
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

防災行政無線を用いた全国一斉の緊急情報の伝達訓練

防災からのお知らせ

防
災
備
品
240
点
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た

清
野
副
町
長
に
防
災
用
品
を
寄
贈
す
る

朴
田
忠
美
さ
ん
（
左
）
と

髙
田
俊
明
さ
ん
（
中
）

寄贈された防災備品の一部

平成25年9月11日（水） 11時ごろ と
11時30分ごろ の 2回 実施します

　串本町では、気象警報・地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報シ
ステム（J アラート）（※）を通して、国からの緊急情報を確実に皆さまへお伝え
するため、情報伝達訓練を行います。

注）当日は、屋外スピーカーのみで試験放送が流れます。戸別受信機等では、放送
　　されませんのご注意ください。

（※） Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から市町村へ、人工衛星など
　　 を通じて瞬時にお伝えするシステムです。

当日実施する訓練は次のとおりです。

情報伝達手段 内 容

防災行政無線の
試験放送

　町内に設置してある防災行政無線屋外スピーカーから、次の放送内
容が一斉に放送されます。
【放送内容】
「これは、試験放送です。」×３回
＋「こちらは、ぼうさいくしもとです。」
＋　防災行政無線チャイム

ほ
の
き
だ
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防災からのお知らせ

家具転倒防止金具 無料 取り付けのご案内
串本町では、家具等の転倒防止をしたくても自分では出来ないといった高齢者の方
や、介護が必要な方がお住まいの世帯に対して家具転倒防止対策事業を進めており、
対象のご家庭に対して無料で家具の転倒防止金具の取り付けを行っています。

●

　震度 5強の地震が発生すると重いタンスや家具が倒れ、テレビが台から落ちると想定
されています。倒れてくる家具は凶器になり、また避難する通路を塞ぐ障害物にもなり
得ます。
　家具の転倒防止対策を行うことは、転倒による被害を防ぐだけでなく、避難通路の確
保という面でも極めて重要です。家具の転倒防止がお済みでない方は、ぜひご利用くだ
さい。

※タンスや棚の転倒防止金具の取り付けにあたり、中の物を取り出す必要はありません。

申請用紙は役場総務課　防災・防犯グループで取り扱っております。
申請に必要なものは印鑑のみですのでお気軽にお問い合わせください。

詳しくは
役場総務課　防災・防犯グループ（TEL:0735-62-0555）まで

◆対象者　  ・・・・  ①70歳以上のみの世帯
  　　　　　　　　 　 ②要介護（4･5）介護認定者が属する世帯
  　　　　　　　　 　 ③身体障害（1級･2級）の認定者が属する世帯
  　　　　　　　　 　 ④知的障害（Ａ判定）の認定者が属する世帯
  　　　　　　　　 　 ⑤精神障害（1級）の認定者が属する世帯

◆対象品目  ・・・・  タンス・棚・電化製品（テレビ、冷蔵庫など）
  　　　　　　　　    ※最大5組まで（うち、電化製品は2組まで）
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No.4

９ 月 の 予 定

相談窓口：（古座分庁舎 1階 右側） 遊びのひろば：（古座分庁舎 2階 トレーニングルーム）
問合せ先：649-4192 串本町西向359古座分庁舎内 子育て支援室 「りぼん」 0735-67-7010 ご利用ください！

　皆様、こんにちは！子育て支援室「りぼん」です。「りぼん」が開設されて３か月、窓
口には様々な方が相談に来られます。子育て中の不安は、様々な原因があります。「りぼ
ん」は子育てに関わる人が、今抱えている不安や辛さを少しでも軽くできるように支援し
ています。困った時はみんなに助けてもらって、子育てをしましょう。お気軽にご利用く
ださい。

内 容 日 時
子育て相談 3日、5日、10日、12日、17日、19日、24日、26日（9時～12時・13時～16時）
教 育 相 談 9月26日（木）（10時～12時・13時～17時）
心 の 相 談 9月17日（火）（10時～12時・13時～17時）
遊びのひろば 9月27日（金）（10時～12時・13時～15時）古座分庁舎  2階

遊びのひろばは9月27日(金)です!

成人の検（健）診について　第6回
　平成23年に実施した国勢調査では串本町の40歳以上の人口は、13,313人（男性：5,918人、女性7,395
人）で国が定めたがん検診の対象者数は8,711人（男性3,518人、女性5,193人）、子宮がん検診対象者は20歳
以上の女性5,683人でした。
　平成24年度に検診を受診したのは、胃検診1,163人（受診率13.4％）、大腸検診1,792人（20.6％）、胸部
検診1,730人（19．9％）、子宮がん検診850人（15.0％）、乳がん検診717人（13.8％）でした。男女別の

受診率は下記のグ
ラフのとおりで
す。国の目標は対
象者の４０％の受
診です。胃・大
腸・胸部の目標は
3,500人、乳房検
診の目標は2,100
人、子宮がん検診
は2,300人の受診
が目標です。

平成25年度食生活改善普及運動（この期間は健康増進普及月間でもあります）

～串本町民の検（健）診受診状況～

平成24年度検診受診率

期間　平成25年9月1日（日）～３０日（月） ☆毎日プラス一皿の野菜☆を目標に食生活の改善を!!
生活習慣病を予防するうえで食習慣は大事な事です。特に野菜の摂取について、成人の1日あたりの平均摂取量
は277gで目標値350gに対して一皿分の野菜が不足していると言われています。

1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ
生活習慣病を予防して健康寿命を延ばしましょう！

子育て相談ご利用ください!
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保健センター9月の行事予定は次のとおりです。

※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（ 0735‐62‐6206）まで

－　男性と高齢者の自立のための料理教室　参加者募集　－
食事作りになれていない男性の方、料理を通して仲間づくりや今後の生活に役立つよう料理の基礎か
ら学んでみませんか？簡単に作れる日常のおかず！！9月～3月まで6回シリーズで男性と高齢者の自
立のための料理教室を開催いたします。
日時･場所：9/24、10/28、11/25、1/27、2/24、3/24

午前9時30分～　古座分庁舎・2階調理室
申込方法：保健センター（62－6206）まで
　　　　　お問い合わせ下さい
主　　催：串本町食生活改善推進協議会

【成人関係】
　9月・10月の検診日程
日 時 時　　間 特定 胃 大腸 胸部 子宮･乳房 場 所

9月 1日（日） 7:30～ 9:30 ● ● ● ● 保健センター

9月 2日（月） 13:00～14:00 ● 潮岬公民館

9月 8日（日） 7:30～ 9:00 ● ● ● ● 田並公民館

9月15日（日） 7:30～ 9:30 ● ● ● ● 古座分庁舎

9月18日（水） 7:30～ 8:30 ● ● ● 有田公民館

9月24日（火） 7:30～ 8:30 ● ● ● あらふね海水浴場駐車場

9月27日（金） 13:00～14:00 ● 保健センター

9月29日（日） 7:30～09:30 ● ● ● ● 保健センター

10月29日（火） 13:00～14:00 ● 古座分庁舎

特定健診につきましては、
４月１日現在串本町国民健
康保険の資格を有し、健診
当日において串本町国民健
康保険に加入している40～
74歳の方が対象となりま
す。
特定健診受診の際には、串
本町国民健康保険証をご持
参ください。
申し込みをされていない方
でも当日会場にお越しいた
だければ受診できます。
（但し、特定健診・胃がん
検診は前日の夜９時以降絶
食、大腸がん検診は検診専
用容器が必要なのでその場
では出来ません）

●印は受けられる検診を表しています。

　健康相談
実 施 日 受付時間 場 所

9月 9日（月） 13:00～14:30 保健センター2階

※誰でもお気軽に会場へお越しください。
（血圧測定や健康についての相談もお受けします。）

※

※

※

　献血　　　　※ライオンズクラブ協賛
実 施 日 時　　間 場 所

9月19日（木） 13:15～16:00 串本警察署

9月25日（水） 10:00～16:00 Aコープ紀南VASEO店

【乳幼児関係】
　乳幼児予防接種　※会場は保健センター２階です
日 時 時　　間 内 容

9月 3日（火） 13:10～13:40 ポリオ

9月17日（火） 13:10～13:40 MR１期

9月26日（木） 13:00～13:30 BCG

　乳幼児健診　※乳幼児健診の会場は保健センター２階です
日 時 時　　間 内 容

9月 5日（木） 13:00～14:00 1歳6カ月児および2歳6カ月児健診

9月12日（木） 13:00～14:00 10カ月～1歳児健診

9月26日（木）
13:00～13:30 6カ月児健診＆BCG接種

13:30～14:00 4カ月児健診

歯周疾患検診について
　平成25年4月1日～平成26年3月
31日までの間で40歳・50歳・60
歳・70歳になる方は今年度無料に
て検診が受けられます。対象者の方
には個別通知をしています。
受診期間…12月28日（土）まで

風しん予防接種の費用助成について
保健センターでは下記内容で風しん予防接種について費用
助成を行っています。対象者は①、②に該当する方です。
① 昭和38年5月22日～平成7年3月31日生まれの女性
② 妊娠している女性の夫
助成額：￥10,000（上限）※詳細は保健センターまで
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お
知
ら
せ
＆
行
事

Inform
ation

【連絡先】
串 本 町 役 場 本 庁 舎

（℡62‐0555）
串 本 町 役 場 古 座 分 庁 舎

（℡72‐0081）
く し も と 町 立 病 院

（℡62‐7111）
串 本 町 教 育 委 員 会

（℡72‐0017）
文 化 セ ン タ ー

（℡62‐0006）
串 本 町 図 書 館

（℡62‐4653）
保 健 セ ン タ ー

（℡62‐6206）
町 内 放 送 案 内　
（ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ：0120-928649）
串本町ホームページアドレス
h t t p : / / w w w . t o w n .
kushimoto.wakayama.jp
串本町メールアドレス（代表）
k i k a k u @ t o w n .
kushimoto.wakayama.jp

お
知
ら
せ

串
本
を
元
気
に
す
る

事
業
を
募
集
し
ま
す
！ 

　
串
本
町
で
は
、
活
力
あ
る
観
光
の
町

づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
業
及
び
ふ
る
さ

と
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
事

業
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
助
成
を
行

い
ま
す
。

◇
串
本
ま
ち
づ
く
り
応
援
事
業

▼
助
成
対
象

　
串
本
町
内
各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
計

画
す
る
個
性
的
で
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
原
則
と
し
て
３
分

の
１
以
上
の
自
己
資
金
を
持
つ
も
の
。

▼
助
成
金
額

　
補
助
金
額
の
最
高
限
度
額
は
、
原
則

と
し
て
１
件
30
万
円
、
最
低
限
度
額
は

１
件
10
万
円
と
す
る
。

▼
締
切
日

　
平
成
25
年
９
月
30
日
（
月
）
ま
で

▼
受
付
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
企
画
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
５
６

（
直
通
）

児
童
手
当
の
現
況
届

未

提

出

の

方

へ

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
す
べ

て
の
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
現
況
届
の
提
出
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
急
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
さ
れ
な
い
場
合
、
６
月
以
降
分
の
児

童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

▼
必
要
書
類

　
・
健
康
保
険
証
の
写
し

　
（
受
給
者
が
国
民
健
康
保
険
以
外
の

　
　
場
合
）

　
※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す

　
　
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

　
※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
お
問

　
　
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
場
所

　
串
本
町
役
場
福
祉
課
（
本
庁
舎
）

　
住
民
課
（
古
座
分
庁
舎
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
福
祉
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２

（
直
通
）

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

▼
期
間

　
９
月
９
日
（
月
）〜

15
日
（
日
）
ま
で

▼
時
間

　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
７
時
ま
で

　
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て

は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
電
話
番
号

　
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
相
談
内
容

　
暴
行
・
虐
待
な
ど
の
高
齢
者
や
障
害

者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
相
談
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内

　
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
℡
０
７
３
ー
４
２
２
ー
５
１
６
４

「
わ
か
や
ま
お
も
て
な
し
宣
言
」

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　
和
歌
山
県
で
は
、
平
成
26
年
の
世
界

遺
産
登
録
10
周
年
を
契
機
に
実
施
す
る

和
歌
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
平
成
27
年
の
紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
、
高

野
山
開
創
１
２
０
０
年
と
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
が
連
続
し
、
国
内
外
か
ら
の
観
光

客
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
和
歌
山
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
、
「
和
歌
山
に
来
て
よ
か
っ

た
！
」
、
「
ま
た
和
歌
山
に
来
た

い
！
」
と
心
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ま

す
」
、
「
す
す
ん
で
観
光
案
内
を
し
ま

す
」
な
ど
自
分
で
で
き
る
「
お
も
て
な

し
」
の
宣
言
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　
和
歌
山
県
に
お
住
ま
い
の
方
、
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方
（
個
人
、
グ

ル
ー
プ
、
企
業
・
団
体
、
学
校
な
ど
）

▼
宣
言
者
に
つ
い
て

　
宣
言
者
に
は
、
宣
言
・
登
録
証
、
ス

テ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
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〈
出
世
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉〈
地 

区
〉

堀

口

一

悟

山

口

葵

音

南

　方

　こ
は
く

　
　岡

　
　凪

　

足

立

隼

太

舘

林

夏

凛

孝

義

普

也

進
之
介

純

也

達

也

和

弘

長
野
県

サ
ン
ゴ
台

須

江

潮

岬

和

深

大
阪
府

い

ち

ご

中

山

友

也

筒

井

幸

紀

橋

　野

　
　理

　

田

中

里

子

淺

井

寛

幸

和

田

希

帆

　姫

　

串

本

津

荷

新
宮
市

上
野
山

新
宮
市

よ
ろ
こ
び

か
な
し
み

※広報への掲載を希望されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。
（７月受付分　敬称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

い
つ
ま
で
もお

幸
せ
に

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

66908574867583919665839478838486808086100

小

原

公

也

鈴

　木

　ヒ
サ
エ

切

本

七

藏

古
久
保

　
　捷

　

和

田

良

久

福

島

新

人

濵

口

輝

男

深

海

　
子

篠

　﨑

　
　正

　

栗

　山

　
　崇

　

瓜

田

人

美

塩

津

光

枝

丸

　本

　
　實

　

上

村

久

男

大

　
恒

夫

松

村

幸

子

谷

　本

　保
津
美

植

松

秀

雄

和

田

綾

子

井

　口

　す
み
ゑ

江

田

樫

野

串

本

串

本

串

本

樫

野

二

色

和

深

潮

岬

出

雲

串

本

串

本

西

向

潮

岬

西

向

西

向

鬮
野
川

潮

岬

潮

岬

西

向

あ

お

ね

し
ゅ
ん
た

な
ぎ

か

り

ん

串本町職員（管理栄養士）採用試験について

▼受付期間
　平成25年9月２日（月）～
　　　平成25年9月20日（金）
　午前8時30分～午後5時まで
　※土、日曜日除く
▼提出書類
（１）受験申込書（町指定用紙）
　※受験申込書は、串本町役場
　　総務課（本庁舎内）で配布
　　します。また、串本町ホー
　　ムページからダウンロード
　　できます。
（２）返信用封筒（長形３号の
封筒に住所及び氏名を記入し、
80円切手を貼付してくださ
い。）

　串本町では、平成25年度串本
町職員（管理栄養士）採用試験
を実施します。
▼募集職種及び採用人数
　管理栄養士　1名
▼受験資格
　昭和53年4月2日以降に生ま
れた人で、管理栄養士免許を有
する人または、平成26年3月31
日までに実施の国家試験により
管理栄養士免許を取得見込みの
人
▼試験日時
　平成25年10月20日（日）
　※試験会場は、受験申込者に
　　お知らせします。

▼提出方法
　必要書類を整え、串本町役場
総務課へ直接提出してくださ
い。郵送の場合、必ず特定記録
郵便または簡易書留で郵送する
こととし、封筒の表に「職員採
用試験申込」と朱書きし、
「〒649－3592　和歌山県東
牟婁郡串本町串本1800番地　
串本町役場総務課」あてに郵送
してください。受付期間最終日
の消印有効とします。
▼採用
　平成26年4月1日
▼問い合わせ先
　串本町役場総務課
　TEL:0735-62-0555（直通）
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国民健康保険からのお知らせ

　みなさんがお医者さんにかかったときの医療費が年々増加し、国保財政を圧迫して
います。医療費が増える理由としては、医療技術の高度化などさまざまなことが考え
られますが、私たちの医療に対する意識にかかわる部分もあります。医療費を無駄づ
かいしないために、お医者さんにかかる時には、次のようなことを心がけましょう。

①　かかりつけ医を持ちましょう
②　お医者さんのかけ持ちはやめましょう
③　急病などをのぞいて、時間外や休日の受診は避けましょう
④　薬をたくさん欲しがるのはやめましょう
⑤　年に1回は健康診断を受け、病気の早期発見・早期治療を心がけましょう

串本町役場住民課　国民健康保険係（TEL:0735-62-0561）

後期高齢者医療制度に加入されている皆さまへ

【お問い合わせ先】
後発医薬品利用差額通知コールセンター
フリーダイヤル：0120－53－0006（通話無料）

　8月下旬から9月上旬にかけ、ジェネリック医薬品を使用した場合、
１か月の自己負担額が200円以上軽減される可能性がある方を対象に

ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付しています。

患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、ジェネリック医薬品の使用をご検討く
ださい。

※　ジェネリック医薬品への切り替えを強制するものではありません。
※　お薬によっては、ジェネリック医薬品への切り替えができない場合もあります。
　　かかりつけの医師または薬剤師にご相談ください。

【発行元】
和歌山県後期高齢者医療広域連合
TEL:073-428-6688
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ま
す
。

▼
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　 希
望
者
に
は
、
接
客
の
研
修
会
な
ど

で
実
践
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 和
歌
山
県
庁
観
光
振
興
課

　 ℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
７
７
７

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご

協

力

下

さ

い

　 串
本
町
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　 国
か
ら
指
定
さ
れ
た
地
区
の
全
国
約

３
５
０
万
世
帯
を
対
象
と
す
る
大
規
模

な
調
査
で
、
国
の
施
策
、
防
災
・
耐

震
・
空
き
家
対
策
等
に
利
用
さ
れ
ま

す
。　 ９

月
以
降
、
統
計
調
査
員
が
調
査
票

記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
調
査
票
の
記
入
内
容
は
「
統
計

法
」
に
よ
り
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　 和
歌
山
県
調
査
統
計
課

　 ℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
３
８
８

　 串
本
町
役
場
企
画
課

　 ℡
０
７
３
５
ー
６
２
ー
０
５
５
６

平成25年度　自衛官候補生募集案内

試験種目について
１．筆記試験（国語、数学、社会および作文）２．口述試験　３．適性検査　　４．身体検査

―　問い合わせ先　―　自衛隊新宮地域事務所　TEL:0735-21-3449

※平成26年3月に高等学校および中等教育学校卒業予定者については、平成25年9月16日（月）から実
　施とする。
※試験期日および試験場については、志願票提出後に自衛隊和歌山地方協力本部にて指定する。

募集資格 受験資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 平成26年4月1日現在
18歳以上27歳未満の者

男 それぞれ試験
期日の前日まで

9月10日（火）
和歌山市9月19日（木）

9月28日（土）
10月 4日（金） 田辺市

女 8月1日～9月6日 9月24日（火） 和歌山市

差し押さえの話

と言われる方がいます。
　税（料）は、納期限内の納付が原則と
なっており、滞納すれば地方税法に基づ
き、差押等の滞納処分を受けることにな
ります。
　本町では、話し合いの機会を持つため
に、督促状を発送した後も、催告書や差
押予告通知を送付しています。
　事情があって納められない時は早めに
ご相談ください。

「いきなり差し押さえをされた。
　　　　　　あんまりではないか。」

ご相談は串本町役場税務課まで
TEL:0735-62-0586

串本町の指定金融機関変更のお知らせ
　指定金融機関が輪番制度により『紀陽銀
行』から『第三銀行』に変更
されます。
　期間は10月1日から3年間
です。尚、この変更に伴う住
民の皆さまへの支障はござい
ません。

古座分庁舎銀行窓口廃止のお知らせ

　平成25年10月1日から串本町役場古座分
庁舎の銀行窓口を廃止しますのでお知らせし
ます。
　なお、町税や各種使用料等のお支払いは、
役場分庁舎職員が取扱いをしますのでお申出
下さい。
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２
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串本町ふるさとの
まちづくり応援基金へ寄付を

いただきました。

　下記の方々より串本町ふるさとのまちづく
り応援基金に対し、寄付をいただきました。
ご厚意に深く感謝申し上げますとともに、い
ただきました寄付は有効に活用させていただ
きます。

○岐阜県大垣市在住　　　北垣　一宏　様
○東京都荒川区在住　　　水沼　良則　様
○大阪府箕面市在住　　　石田　良宣　様
○神奈川県横浜市在住　　吉村　大輔　様
○和歌山県和歌山市在住　井上　和久　様
○和歌山県和歌山市在住　井上　喜久子様
○大阪府枚方市在住　　　内匠　清　　様
○東京都千代田区在住　　崎原　大輔　様
○神奈川県横浜市在住　　平川　雄二　様

9 月 の 行 事 予 定

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

28人乗り　マイクロバス2台
13人乗り　スーパージャンボ1台 新規導入!

今年の火災・救急件数
－ 7月31日現在 －

火災のない 住みよい豊かな町づくり

火災件数
建　物　１件
林　野　０件
その他　４件
合　計　５件

救急件数
交　通　　５６件
急　病　５５９件
その他　２２５件
合　計　８４０件

日 曜 行事内容（時間） 場　所 主管課等

5 木 人権行政相談
（13:30～15:30） 串本町文化センター 住民課

12 木 行政相談
（13:30～15:30） 古座福祉センター 住民課

19 木 人権行政相談
（13:30～15:30） 有田公民館 住民課

発売期間は
平成25年9月20日(金)～10月11日(金)
抽選日は平成25年10月18日(金)
この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい

まちづくりに使われています。

『1等・前後賞合わせて
3億9000万円!』
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「足からの健康館」
足ツボ・整体
若石健康法の効果

◆ 体中の血液循環を良くします。
◆ ドロドロ血液をサラサラにします。
◆ 各臓器や器官の働きを正常にします。
◆ ホルモンバランスを整えます。

営業時間／AM8:30～ PM5:00【駐車場有】
完全予約制【定休日】日曜日・祝祭日
串本町串本1734-11 TEL0735-62-0520

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

町営住宅入居者募集のお知らせ

※入居の際には月額家賃3ヶ月分の敷金が必要です。
◇申し込み用紙の配布・受付の日程◇
【期　間】平成25年9月9日（月曜日）～平成25年9月20日（金曜日）
　　　　　※但し、土曜、日曜及び祝・祭日は除きます。
【時　間】午前８時30分～午後５時まで
【場　所】串本町役場本庁舎　総務課
　　　　（申し込み用紙については、本庁舎・分庁舎の住民課でも配布します。）
◇申し込み資格◇
（１）串本町内に住所又は勤務先を有する方。
（２）現に住宅に困窮していることが明らかな方。
（３）同居しようとする親族があり、本人を含めて２人以上の世帯であること。
　　　ただし、老人・身体障害者・その他特に居住の安定を図る必要がある方として条例で
　　　定める方については単身で入居することができる。
（４）町税などの滞納がないこと。
（５）本人および同居人の収入を加算して、年間所得金額が条例の規定以内であること。
（６）警察署と協定する、法律に規定の暴力団員でないこと。
（７）現在、公営住宅に入居していないこと。（ただし、世帯分離し独立される方を除く）
（８）西向Ａ団地のみ、申込者本人または同居親族のうち少なくとも1人が、町営住宅条例施行規則
　　　第１条の３第２号から第６号または第８号に該当すること（身体障害者手帳の交付を受けてい
　　　る者（障害者手帳１級から４級）など）。
　※その他の事項については法令を遵守します。
◇申し込みに必要な書類◇
　①町営住宅入居申込書　②収入証明書(所得証明書)　③納税証明書　④住民票
　⑤婚姻証明書（※該当者のみ）
※その他詳細については、串本町役場総務課（0735-62-0555）までお問い合わせ下さい。

◇募集団地◇

団地名 所在地 住宅の間取り 募集戸数 月額家賃

田 並 団 地 串本町田並
1067番地の3

3DK中層耐火構造
5階建て １戸 公営住宅法により計算した金額

(10,200円～15,100円)
西 向 A 団 地
(障害者優先 )

串本町
西向562番地3

4DK簡易耐火構造
2階建て １戸 公営住宅法により計算した金額

(16,300円～24,200円)

大 浦 団 地 串本町
西向1491番地の1

4DK簡易耐火構造
2階建て １戸 公営住宅法により計算した金額

(14,600円～21,700円)



広報くしもと ２０１３．９ 20

KU
SH
IM
O
TO
 The Public Inform

ation M
agazine

広
報

く
し
も
と

No.101

Information

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

－　花火大会へ寄付を賜った皆さまへ　－
　熊野水軍古座河内祭の夕べ・第９回串本まつり花火大会開催にあたっては、多
くの皆さまからのご協力・ご寄付を賜り、誠にありがとうございました。
　皆さまのご厚意に対し、感謝申し上げますとともに厚く御礼を申し上げます。

　７月25日には熊野水軍古座河内祭の夕べ、

８月３日には第９回串本まつりで花火大会が

開催され、夏の夜空を色鮮やかな花火が彩

り、見物客を魅了しました。

（関連記事はP.３～P.４）

熊野水軍古座河内祭の夕べ花火大会 串本まつり花火大会

熊野水軍古座河内祭の夕べ実行委員会／串本まつり実行委員会


